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(57)【要約】
【課題】輝度変調を行う変調部に関してＲＧＢ毎に輝度
変調を行う表示装置を提供すること。
【解決手段】　光を照射する照射手段と、時分割にＲＧ
Ｂの光変調を行う第１の光変調手段と、前記第１の変調
手段からの光束をＲＧＢに分離して、前記夫々のＲＧＢ
の光束を受けてそれぞれＲＧＢパネルの表示を行う第２
の光変調手段と、を有し、前記第１の光変調手段と、第
２の光変調手段で画像を生成することを特徴とする。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
光を照射する照射手段と、
時分割にＲＧＢの光変調を行う第１の光変調手段と、
前記第１の変調手段からの光束をＲＧＢに分離して、前記夫々のＲＧＢの光束を受けてそ
れぞれＲＧＢパネルの表示を行う第２の光変調手段と、
を有し、
前記第１の光変調手段と、第２の光変調手段で画像を生成することを特徴とする投射装置
。
【請求項２】
光源からの光束を第１の光変調手段の変調後に第２の光変調手段で変調することを特徴と
する請求項１に記載の投射装置。
【請求項３】
光源からの光束を第２の光変調手段の変調後に第１の光変調手段で変調することを特徴と
する請求項１に記載の投射装置。
【請求項４】
第１の光変調手段は、時分割で表現した１フレーム内の各色に対して、第２の光変調手段
の各ＲＧＢを表示するタイミングをずらして駆動することを特徴とする請求項１又は請求
項２に記載の投射装置。
【請求項５】
第２の光変調部の駆動データ生成手段は、通常１フレーム（１／１２０Ｈｚ）で書き込ま
れているのに対し、１フレーム内にブランキングを生成することを特徴とする請求項１又
は請求項２に記載の投射装置。
【請求項６】
第１の光変調部は、１フレーム内に少なくともＲＧＢを夫々の変調を可能とすることを特
徴とする請求項１又は請求項２に記載の投射装置。
【請求項７】
第１の光変調部は、１枚のパネルで少なくともＲＧＢを夫々の変調を可能とすることを特
徴とする請求項１又は請求項２に記載の投射装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、投射レンズでスクリーンに投影する投射型ディスプレイに関し、コントラス
トを向上させる映像機器装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、光源から光を当てる一方、液晶パネルの各画素が光のシャッターの役
割を果たす構造となっている。このような表示装置の課題として、液晶パネルの拡散光、
或いは光学的な漏れ光等によりコントラストが低下する課題があった。
【０００３】
　そこで、近年、二重変調を行うことでコントラストを飛躍的に改善したプロジェクタや
液晶ディスプレイが提案されている。
【０００４】
　特許文献１のプロジェクタに於いての二重変調は、色変調を行う第１変調部と輝度変調
を行う第２変調部を光学的に直列につなぐ構成である。本文献に於ける二重変調方式では
、入力が黒信号に対して第１の変調光学系の映像を黒の表示状態、及び第２の変調光学系
についても黒表示を行うことで、コントラストを上げることができる。例えば第１の変調
光学系を１０００：１コントラストと第２の変調光学系のコントラスト１０００：１とし
た場合掛け算したコントラストが最終的に得られるので、１００００００：１のコントラ
ストが得ることができる。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－２４１７３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記の特許文献１に開示された従来技術に於いては、輝度変調を行う第
２変調部に関してＲＧＢを合成された状態でしか輝度変調を行うことができず、ＲＧＢ毎
に輝度変調を行なうことが出来なかった。
【０００７】
　本発明は、輝度変調を行う変調部に関してＲＧＢ毎に輝度変調を行う表示装置を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の目的を達成するために、本発明に係る投射装置は、
光を照射する照射手段と、
時分割にＲＧＢの光変調を行う第１の光変調手段と、
前記第１の変調手段からの光束をＲＧＢに分離して、前記夫々のＲＧＢの光束を受けてそ
れぞれＲＧＢパネルの表示を行う第２の光変調手段と、
を有し、前記第１の光変調手段と、第２の光変調手段で画像を生成することを特徴とする
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明に係る投射装置によれば、ＲＧＢ色変調パネルとＲＧＢ毎に変調可能な輝度変調
パネルを用いた二重変調を行うことで、ＲＧＢごとに輝度変調を行いコントラストを向上
させるとともに低輝度時の色純度を上げることができる。その際に各パネルの駆動方法を
制御することで、表示状態の変調のズレを抑えながら、色純度の向上かつコントラストを
向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】第１及び第２の実施例の特徴を表すブロック図
【図２】ＤＡ変換部の詳細図
【図３】ＤＡ変換部のタイミングチャート
【図４】液晶パネルのブロック図
【図５】液晶パネルのタイミングチャート
【図６】液晶パネルの回路図
【図７】輝度変調パネル部の詳細な構成
【図８】輝度変調パネルの駆動タイミングチャート
【図９】第１の実施例の光学系ブロック図
【図１０】画像出力部６０１の詳細ブロック図
【図１１】第１の実施例の輝度変調パネルと画素液晶パネルのタイミングチャート
【図１２】第１の実施例の輝度変調の画素推移
【図１３】投射画像表示
【図１４】第２の実施例の輝度変調パネルと画素液晶パネルのタイミングチャート
【図１５】第２の実施例の輝度変調の画素推移
【図１６】第３の実施例の光学系ブロック図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明を実施するための形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。
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【実施例１】
【００１２】
　図１は本発明の画像表示装置の特長を表すブロック図である。
【００１３】
　表示装置１０００について、図１に示す。制御部５０１は各種演算・制御及び他の表示
装置と通信を行うとともに記憶部を有する。記憶部５１０は制御部５０１と接続されてい
て各回路ブロックに対して設定値等を記憶していて制御部５０１を介して各回路ブロック
に設定等を行う。
【００１４】
　焦点検出部２０１は焦点検出センサーにより表示装置から投射を行うスクリーンまでの
距離を検出して焦点検出信号は制御部５０１に入力される。
【００１５】
　制御部５０１は焦点検出部２０１から焦点検出信号をもとにレンズ駆動部５４１にレン
ズ制御信号を出力して投影光学部５２９に含まれるＡＦレンズ５４２を後述の画素液晶パ
ネル１００の画像をスクリーン等の投影部に焦点が合うように駆動を行う。
【００１６】
　またレンズ駆動部５４１はＡＦレンズ５４２を駆動するとともに、投影光学部５２９に
含まれるズームレンズ５４３にて後述の画素液晶パネル１００の画像をスクリーン等への
投影倍率を変更する駆動も行う。
【００１７】
　画像検出部２０２はＣＣＤ或いはＣＭＯＳと言ったイメージセンサーで画像入力処理部
２０３を介して画像信号を制御部５０１に入力する。フリッカー検出部２０４は投射映像
のフリッカーを検出して制御部５０１に入力する。
【００１８】
　レンズシフト部５４４はＡＦレンズ５４２、ズームレンズ５４３を含む投影光学部５２
９の投影系レンズを上下左右にシフトさせ後述の画素液晶パネル１００の画像をスクリー
ン等への投影位置を上下左右にシフトさせる。表示手段であるところの、画素液晶パネル
１００は画像出力部６０１からのデータをもとに画素液晶パネル１００上に画像を形成す
る。また、光量制御手段であるところの輝度変調パネルブロック７００は前述の画素液晶
パネル１００同様、画像出力部６０１からのデータをもとに光源部５２７からの光束を受
けて、画素液晶パネル１００の画素の明るさを制御する。
【００１９】
　通信部５５２は表示装置１０００と他の表示装置の通信を行う。
【００２０】
　映像系の流れとしては、例えばプロジェクタ等の映像表示装置の場合には、不図示の外
部映像ソース源より入力端子５５１を介して画像入力される。この映像入力端子から入力
される信号は、コンポーネント等のアナログ信号、或いは、ＤＶＩ、ＨＤＭＩ（登録商標
）、不図示無線入力部等から出力されるデジタル信号である。画像表示装置内に設置され
た電源ＳＷ・モードＳＷ、ズームＳＷ、画像入力切替ＳＷ等を含めた入力部５３０からの
設定情報等を元に、制御部５０１は画像入力部５２２に制御信号を送信する。この画像入
力この制御部５０１からの制御信号によって、画像入力部５２２は入力端子５５１から入
力されたアナログ信号入力或いは，デジタル信号入力かを選択して、画像信号をＡ／Ｄ変
換処理或いはデコード処理等を行う。そして画像処理部５２３によって、公知のノイズ除
去・輪郭強調・画像のスケーリング及び台形補正等を行い、画像出力部６０１に画像デー
タを出力する。
【００２１】
　画像処理部５２３によって各種画像処理された出力画像データに対して、画像出力部６
０１とＳＤＲＡＭ等のメモリにより出力画像データの倍速駆動タイミングの同期信号及び
ガンマ変換等の処理が行われる。さらに、画素液晶パネル１００を駆動するための画像デ
ータ信号を出力する。また輝度変調パネルブロック７００に対しても駆動データを出力す
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る。画像出力部６０１は本発明の特徴を現すブロックであり詳細を後述する。画素液晶パ
ネル１００を駆動するための画像データ信号は画素ＤＡ変換部５３１によりアナログ信号
に変換される。
【００２２】
　画素液晶パネル１００はＲ、Ｇ、Ｂ用の３枚で構成される。前記ＲＧＢ夫々の液晶は、
倍速駆動タイミングの同期信号と前期画素ＤＡ変換部５３１によりアナログ信号に変換さ
れた液晶駆動信号、所謂Ｖｉｄｅｏ信号を受けて画素液晶パネル１００上に画像が形成さ
れる。
【００２３】
　この形成された画像は、輝度変調パネルブロック７００、リレー光学系５２８を介して
きた光が赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）に色分離して、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）用
の夫々の画素液晶パネル１００上の画像を生成する。輝度変調パネルブロック７００、画
素液晶パネル１００とで生成された画像は投影光学部５２９を介して投影され、スクリー
ン上に映し出される。
【００２４】
　基準電圧ＤＡ変換部５２０は複数の出力チャンネルを持ち制御部５０１からの通信信号
を受けて画素液晶パネル１００の画素電極に対して対向している電極電圧であるＶｃｏｍ
電圧、及び画素ＤＡ変換部５３１の駆動電圧設定電圧を発生させる。
【００２５】
　図２、図３及び図４をもとに画素液晶パネル１００の駆動動作を説明する。
【００２６】
　図２は画素ＤＡ変換部５３１の概略図で図１の画像出力部６０１からのＣＬＫ、ＤＡＴ
、Ｌａｔｃｈ及びＩＮＶの入力信号を受け液晶駆動信号であるＶｉｄｅｏ０～Ｖｉｄｅｏ
７を発生させる。入力データ、ＣＬＫとＤＡＴＡとＬａｔｃｈと出力信号Ｖｉｄｅｏ０～
Ｖｉｄｅｏ７のタイミングは図３の通りで、ＣＬＫの立ち上り信号でＤＡＴＡをＤＡ変換
部５３１内の不図示レジスタにＶｉｄｅｏ出力分のＤＡＴＡを転送する。またＩＮＶ信号
は、アナログ電圧であるＶｉｄｅｏ出力を所定中心電圧に対して、ＤＡＴより入力された
データに応じて＋－に電圧を反転させて出力するものである。ここではＶｉｄｅｏ出力が
８チャンネルを前提として、８クロック分ＤＡＴＡが転送された後Ｌａｔｃｈ信号の立ち
上りでＤＡＴＡをＬａｔｃｈする。Ｖｉｄｅｏ信号はＬａｔｃｈ信号の立下り後のＣＬＫ
の立ち上がりでＶｉｄｅｏ信号をＬａｔｃｈ信号が立ち上がる前までのＤＡＴＡのＶｉｄ
ｅｏ信号に更新するこの繰り返しで画素液晶パネル１００への液晶駆動信号を発生させる
。
【００２７】
　画素液晶パネル１００は図４のようにＨシフトレジスタ１１０及びＶシフトレジスタ１
２０と画素部１３０で構成される。図５に示すＨ走査動作をＨシフトレジスタ１１０でＨ
Ｓ信号をＨシフトレジスタのリセット信号及びスタート信号とする。Ｖｉｄｅｏ０～Ｖｉ
ｄｅｏ７の液晶の駆動信号を、ＨＣＬＫ信号の１クロック毎にＶｉｄｅｏ０～Ｖｉｄｅｏ
７の液晶駆動信号を更新しながら垂直に８ラインの信号線をＯＮさせてＨ走査を行う。即
ちＨＣＬＫと、図３に示すＬａｔｃｈ信号は同じ周波数である。例えばここで、画素液晶
パネル１００の解像度をＸＧＡのＨ：１０２４×Ｖ：７６８とした時、ＨＣＬＫ：１２８
クロックで画素液晶パネル１００の表示部分のＨ方向の走査を行う。そして、また次のＨ
Ｓ信号でＨシフトレジスタ１１０のリセット信号及びスタート信号として次のＶラインの
Ｈ走査を行う。実際にはＨ方向の走査に必要なＨＣＬＫ：１２８クロックに対して数クロ
ック、所謂ブランキングを加えたクロック数でＨ走査を行う。
【００２８】
　Ｖ走査は、ＶＳ信号をＶシフトレジスタ１２０のリセット信号及びスタート信号として
、ＶＣＬＫ信号の１クロック毎にＶシフトレジスタ１２０はＨラインを１ライン毎シフト
させて解像度をＸＧＡのＨ：１０２４×Ｖ：７６８とした時、ＶＣＬＫ：７６８クロック
で画素液晶パネル１００のＶ方向の表示部分の走査を行う。実際にはＨ走査と同様に、Ｖ
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方向の走査でも必要なＶＣＬＫ：７６８クロックに対して数クロック、ブランキングを加
えたクロック数でＶ走査を行う。ブランキングの数は任意である。
【００２９】
　Ｈ走査信号／Ｖ走査信号のそれぞれの走査信号により画素液晶パネル１００内の画素部
１３０に液晶駆動信号を印加する。
【００３０】
　また表示画素Ｈ：１０２４×Ｖ：７６８の上下左右には夫々黒領域（画素にＶｃｏｍ電
圧印加する）を８画素有してブランキングクロックにより液晶駆動信号を印加する。但し
、画素の位置ズレが発生した場合は、上下左右の黒領域の８画素を使用し映像信号の画素
液晶パネル１００内の画素部１３０への書き込み位置をズラして位置合わせを行う。
【００３１】
　画素部１３０は図６のように構成され、Ｈシフトレジスタ１１０は前述の通りＨＣＬＫ
により動作し、画素ＤＡ変換部５３１からＶｉｄｅｏ信号１４９をＨシフトレジスタ出力
１４８により転送ＳＷ１４５をＯＮさせて信号線１４７にＶｉｄｅｏ信号電圧を印加する
。そしてＶシフトレジスタ１２０のシフトレジスタ出力１４６はＮＭＯＳ１４１のゲート
を駆動して画素容量１４２にＶｉｄｅｏ信号電圧を蓄積する。液晶であるＬＣ１４３は画
素容量１４２に応じて負図示偏向板にて偏向された光の透過率を変える。
【００３２】
　輝度変調パネルブロック７００の構成ブロックの例を図７に示す。輝度変調パネルブロ
ック７００は、輝度変調パネル７０２、時分割多重回路７０１、カラーホイール７１０で
構成される。また、前記カラーホイール７１０は、中心角がそれぞれ１２０度のＧ，Ｒ，
Ｂのカラーフィルタにより構成され、１２０Ｈｚで１回転するように設定されているもの
とする。輝度変調パネル７０２は画像出力部からの駆動信号を受けてＲＧＢの諧調を１フ
レームを時分割（ＲＧＢ３分割）にＰＷＭ駆動を行い、光源部５２７にから受けた光を反
射する時間（ＰＷＭ駆動時間）によって明るさが調節可能である。また、集光系７４０、
少なくともＲＧＢの面をもつカラーホイール７１０を介して光源部５２７と輝度変調パネ
ル７０２の間に構成し、ＲＧＢカラーの表示を行う。輝度変調パネル７０２は画素液晶パ
ネル１００と同様にＸＧＡの画素を有する。
【００３３】
　図７において８ビットのデジタル信号であるＲＧＢの色信号が輝度変調パネル７０２の
駆動回路であるところの時分割多重回路７０１に入力される。時分割多重回路７０１に１
２０Ｈｚで入力されたＲＧＢの各色信号は、ＲＧＢそれぞれの１／３の期間に時間圧縮さ
れ、１フィールド期間として出力される。１フィールド期間が時分割多重された様子を図
８に示す。この出力信号により輝度変調パネル７０２は制御される。また、光源部５２７
から集光系７４０によって集光された光は、カラーホイール７１０を通過したのち、輝度
変調パネル７０２に到達する。この場合、カラーホイール７１０を透過した光は、各所定
の間隔でＲＧＢに分離され、輝度変調パネル７０２に到達する。
【００３４】
　図８においてＲＧＢの各色に対し分割されたフィールドの前側から順に番号をつけて示
す。ここで、カラーホイール７１０は時計回りとし、光源部５２７からの光は０度の位置
に当たるものとする。ＲＧＢの各色の光は、対応した期間、ＲＧＢの信号で制御された輝
度変調パネル７０２で反射され、出力されたＲＧＢの光はカラー画像として知覚される。
【００３５】
　この時、ＲＧＢの信号の各フィールドは、階調を表現できるようにするために、さらに
時分割された複数のサブフィールドで構成する。サブフィールド期間の一例として、８ビ
ットすなわち２５６階調の階調を表現する場合におけるＲの第１のフィールドのサブフィ
ールド構成を図８の下側に示す。各サブフィールドの時間長は、当該サブフィールドのみ
をオンとした場合の１つの色の輝度に対応する重みづけがされており、この重みは、図７
の構成の場合においては、輝度変調パネル７０２がオン（点灯）している時間に対応する
。データは表示フィールド前のフィールド中に輝度変調パネル７０２に転送される。
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【００３６】
　次に光源部５２７から集光系７４０、輝度変調パネルブロック７００、リレー光学系５
２８、画素液晶パネル１００、投影光学部５２９までの投影系の詳細について図９をもと
に説明する。
【００３７】
　光源部５２７から投射された光束は集光系７４０により集光され輝度変調パネルブロッ
ク７００内のカラーホイール７１０、プリズム７３０介して輝度変調パネル７０２に照射
される。前記カラーホイール７１０で光束を時分割で赤・緑・青に分離する。時分割され
た赤・緑・青の各光を輝度変調パネル７０２に当て、輝度変調パネル７０２を２５６階調
のＰＷＭによるＯＮ／ＯＦＦの切り替え、いわゆるパネル駆動を行う。輝度変調パネル７
０２を介した光束はプリズム７３０反射され、リレー光学系５２８に入射する。
【００３８】
　そして、リレー光学系５２８に入射した光束はダイクロミラー８０８を介して入射光を
緑（Ｇ）を透過、赤（Ｒ）、青（Ｂ）を反射として再度分光する。
【００３９】
　偏光ビームスプリッター８１３ａ、偏光ビームスプリッター８１３ｂ、偏光ビームスプ
リッター８１３ｃは夫々偏光分離膜８１４ａ、偏光分離膜８１４ｂ、偏光分離膜８１４ｃ
によりＲＧＢそれぞれの画素液晶パネル１００に輝度変調パネル７０２の光束をリレー光
学系５２８により結像した光を入射させる。また、各偏光ビームスプリッターはパネルの
反射光を透過させる。
【００４０】
　そして赤色は、赤１／４位相差板８１０ｒ、赤複屈折フィルター８１１ｒ、を介して光
を投影光学部５２９に入射させる。緑色は、緑１／４位相差板８１０ｇ、緑複屈折フィル
ター８１１ｇ、を介して光を投影光学部５２９に入射させる。青色は、青１／４位相差板
８１０ｂ、青複屈折フィルター８１１ｂ、を介して光を投影光学部５２９に入射させる。
【００４１】
　輝度変調パネル７０２の表示画像は、前記リレー光学系５２８により画素液晶パネル１
００に結像するように構成されている。よって輝度変調パネル７０２は、各色の画素液晶
パネル１００の所定の画素或いは部分的な領域の画素の輝度を変調する。そして、画素液
晶パネル１００と輝度変調パネル７０２のそれぞれの反射率の合成で画像を生成する。
【００４２】
　そして画素液晶パネル１００と輝度変調パネル７０２で画像形成された光束は偏光ビー
ムスプリッター８１３ａ、偏光ビームスプリッター８１３ｂ、偏光ビームスプリッター８
１３ｃを介してＲＧＢのそれぞれの画像を合成する。
【００４３】
　そしてその合成されて光束は投影光学部５２９を介してスクリーンに投射する。
【００４４】
　画像出力部６０１について図１０をもとに説明する。
【００４５】
　画像出力部６０１は倍速部６０２、倍速メモリ６０３、輝度変調データ生成部６０４で
構成される。画像処理部５２３により送られてきた６０Ｈｚの各画像処理データを倍速部
６０２と倍速メモリ６０３に書き込み及び６０ＨＺの時間内に２回読み出すことにより倍
速駆動の出力データを生成する。輝度変調データ生成部６０４は倍速部６０２によって作
成された倍速駆動の出力データをもとに輝度変調データ生成部６０４で輝度変調画像デー
タの生成を行う。
【００４６】
　さらに、輝度変調データ生成部６０４は輝度変調部６１０、時分割メモリ６２０、タイ
ミングジェネレータ６３０で構成される。倍速部６０２により送られてきた倍速駆動の出
力データより、輝度変調部６１０で輝度変調画像データの生成を行う。輝度変調部６１０
では、輝度変調パネル７０２、画素液晶パネル１００に夫々出力される輝度変調画像デー
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タの生成を行う。輝度変調部６１０で生成されたそれぞれの輝度変調画像データは、タイ
ミングジェネレータ６３０に送信される。タイミングジェネレータ６３０内のＴＧ１と時
分割メモリ６２０により目的とした輝度変調画像が生成されるように、送信するデータの
タイミングを一定の時間ずらし送信する。また輝度変調パネル７０２に、タイミングジェ
ネレータ６３０内のＴＧ２により画素液晶パネル１００の駆動用のデータが送信され、前
述の画素液晶パネル１００が駆動される。
【００４７】
　ＲＧＢ夫々の輝度変調画像データを画素液晶パネル１００に送信するタイミングフレー
ムは、輝度変調パネル７０２のＲＧＢを表現するフレーム期間に依存する。
【００４８】
　タイミングフレームを本実施例の特徴を図１１をもとに説明する。
【００４９】
　画像処理部５２３により送られてきた入力データＮを画像出力部６０１の倍速部６０２
、倍速メモリ６０３より、Ｎ１、Ｎ２と入力の１フレームに対して２フレーム表示を行う
倍速化される。また倍速化されたデータを更に、タイミングジェネレータ６３０内のＴＧ
１によりＲＧＢ夫々にデータをＮｒ１、Ｎｒ２、Ｎｇ１、Ｎｇ２、Ｎｂ１、Ｎｂ２のよう
に画素液晶パネル＿Ｒに対して画素液晶パネル＿Ｇ及び画素液晶パネル＿Ｂは表示を遅延
させる。
【００５０】
　画素液晶パネル１００において１フレームの期間でＮ１の画像データが各画素に前述の
通り順次書き込まれ、各画素のＮ１の画像データは次のＮ２の画像データが書き込まれる
まで保持し、そのデータに応じて前述のＰＷＭ駆動を行う。
【００５１】
　輝度変調パネル７０２は１フレームＲＧＢ毎に時分割され、各色毎を１フィールドとし
て駆動を行い、データに応じて面一括で書き込まれ、１フィールドの間、画像データを保
持する。
【００５２】
　各ＲＧＢの画素液晶パネル１００に書き込むタイミングについては、カラーホイール７
１０の回転に依存する。カラーホイール７１０は１フレームで一回転（ＲＧＢを夫々一回
表示）し、輝度変調パネル７０２は１フレームでＲＧＢの輝度変調を可能とする。
【００５３】
　Ｎｒ１の書き込みに対して、カラーホイール７１０のＲのフレーム分をＮｇ１の書き込
むタイミングを遅らせる（区間（１）参照）。また、Ｎｇ１の書き込みに対して、カラー
ホイール７１０のＧのフレーム分をＮｂ１の書き込むタイミングを遅らせる（区間（２）
参照）。さらに、Ｎｂ１の書き込みに対して、カラーホイール７１０のＢのフレーム分を
Ｎｒ２の書き込むタイミングを遅らせる（区間（３）参照）。前記のタイミングで、ＲＧ
Ｂの各画素液晶パネル１００に書き込み続けるものとする。
【００５４】
　ここで、図１１のカラーホイール７１０のＲＧＢのタイミングについて、Ｒのフィール
ドを（１）、Ｇのフィールドを（２）、Ｂのフィールドを（３）とする。タイミング（１
）に於いて画素液晶パネル１００のＲの書き込みが開始される。輝度変調パネル７０２に
於いては、生成された輝度変調データをもとに輝度変調パネル７０２が時間的に制御され
、Ｒの輝度変調を行う駆動がされる。さらにタイミング（２）に於いて画素液晶パネル１
００のＧの書き込みが開始される。タイミング（２）での画素液晶パネル１００のＧの書
き込み状態は、タイミング（１）での画素液晶パネル１００のＲの書き込み状態と同じで
ある。輝度変調パネル７０２に於いては、生成された輝度変調データをもとに輝度変調パ
ネル７０２が時間的に制御され、Ｇの輝度変調を行う駆動がされる。タイミング（３）に
於いて画素液晶パネル１００のＢの書き込みが開始される。タイミング（３）での画素液
晶パネル１００のＧの書き込み状態は、タイミング（１）での画素液晶パネル１００のＲ
の書き込み状態と同じである。輝度変調パネル７０２に於いては、生成された輝度変調デ
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ータをもとに輝度変調パネル７０２が時間的に制御され、Ｂの輝度変調を行う駆動がされ
る。
【００５５】
　よってタイミング（１）ではＲの画像データ、タイミング（２）ではＧの画像データ、
タイミング（３）ではＢの画像データが投射され、１フレームで一枚の絵が映し出される
。
【００５６】
　即ち画素液晶パネル１００のＲＧＢそれぞれの表示状態は一致する。
【００５７】
　図１２に於いて、入力データＮ１について説明する。
【００５８】
　入力データＮ１はＲＧＢ夫々分割されたデータであって、Ｎｒ１、Ｎｇ１、Ｎｂ１とな
る。ＲＧＢ夫々の入力データＮｒ１、Ｎｇ１、Ｎｂ１は、前記のタイミングで夫々出力さ
れる。画素液晶パネル１００＿ＲのＮｒ１の出力は輝度変調パネル７０２によってカラー
ホイール７１０がＲの期間に於いてＮｒ１’に輝度変調される。また、画素液晶パネル１
００＿ＧのＮｇ１の出力については輝度変調パネル７０２によってカラーホイール７１０
がＧの期間に於いてＮｇ１’に輝度変調される。さらに、画素液晶パネル１００＿ＢのＮ
ｂ１の出力については輝度変調パネル７０２によってカラーホイール７１０がＢの期間に
於いてＮｂ１’に輝度変調される。よって、１フレームでＮｒ１’、Ｎｇ１’、Ｎｂ１’
の画像データが順次に出力されることで、Ｎ１‘の輝度変調画像データとなり出力される
。
【００５９】
　例えば、図１３の（１）のような白と黒のような場合で、白部分と黒部分の表示状態を
画素液晶パネル１００と輝度変調パネル７０２の諧調で表現する。ＲＧＢ夫々が８ビット
２５６階調で表現されるとする。白表示部分に於いて、例えば画素液晶パネル１００の各
ＲＧＢの階調はＲ２５５、Ｇ２５５、Ｂ２５５とすると輝度変調パネル７０２の各ＲＧＢ
の階調はＲ２５５、Ｇ２５５、Ｂ２５５で表現できる。また、黒表示部分に於いて、例え
ば画素液晶パネル１００の各ＲＧＢの階調はＲ０、Ｇ０、Ｂ０とすると輝度変調パネル７
０２の各ＲＧＢの階調はＲ０、Ｇ０、Ｂ０で表現できる。黒表示部分は、光学系の漏れ光
が有る為、画素液晶パネル１００の階調が０であっても黒が浮いて見える。ここで輝度変
調パネル７０２の階調を０とすることで黒をより沈め、黒を表現できる。
【００６０】
　さらに、図１３の（２）のような赤と黒のような場合で、赤部分と黒部分の表示状態を
画素液晶パネル１００と輝度変調パネル７０２の諧調で表現する。ＲＧＢ夫々が８ビット
２５６階調で表現されるとする。赤表示部分に於いて、例えば画素液晶パネル１００の各
ＲＧＢの階調はＲ２００、Ｇ１０、Ｂ１０とすると輝度変調パネル７０２の各ＲＧＢの階
調はＲ２００、Ｇ１０、Ｂ１０で表現できる。また、黒表示部分に於いて、例えば画素液
晶パネル１００の各ＲＧＢの階調はＲ０、Ｇ０、Ｂ０とすると輝度変調パネル７０２の各
ＲＧＢの階調はＲ０、Ｇ０、Ｂ０で表現できる。輝度変調パネル７０２の各ＲＧＢの階調
を画素液晶パネル１００の各ＲＧＢの階調に対して変調することで、ＲＧＢ毎に輝度変調
を行うことが可能である。
【００６１】
　画素液晶パネル１００と輝度変調パネル７０２の画素数は同一或いは異なっていても良
く、輝度変調パネル７０２の画素数が少なくても良い。輝度変調パネル７０２で同一の場
合は、画素毎に輝度変調を行えば良い。また、輝度変調パネル７０２が画素液晶パネル１
００に対して少ない場合は輝度変調パネル７０２の焦点をぼかすようなリレー光学系５２
８することによりエリアでの輝度変調を行っても良い。
【００６２】
　また、本実施例に於いては画素液晶パネル、輝度変調パネルはアナログ駆動タイプの液
晶パネル、デジタル駆動の液晶パネル、透過型、反射型、或いはＤＬＰ等のパネルが限定
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される物では無いことは言うまでもない。
【００６３】
　本説明における画素液晶パネルは順次書き込み駆動型のパネル、輝度変調パネルは時分
割駆動型のパネルであればよい。
【実施例２】
【００６４】
　本実施例において画像表示装置の特長を表すブロック図は実施例１と同様に図１である
。また、光学構成に於いて、実施例１と同様に図９である。
【００６５】
　次に本実施例の特徴を図１４をもとに説明する。
【００６６】
　輝度変調部６１０により、画素液晶パネル１００に送信される生成されたデータは、Ｒ
ＧＢ夫々１フレーム内に１／３フレーム程度のブランキングの生成を行う。画素液晶パネ
ル１００に１／１２０Ｈｚの２／３の時間時間で書き込む。その時には、表示画像が完了
している。
【００６７】
　カラーホイール７１０は１フレームでＲＧＢを夫々繰り返すものとする。ここで、カラ
ーホイール７１０のＲＧＢのタイミングについて、Ｒのフィールドを（１）、Ｇのフィー
ルドを（２）、Ｂのフィールドを（３）とする。カラーホイール７１０の赤が開始される
タイミング（１）で、画素液晶パネル１００の赤の出力のブランキングが開始されるよう
にＲの画像データの送信を行う。またカラーホイール７１０の緑が開始されるタイミング
（２）で、画素液晶パネル１００の緑の出力のブランキングが開始されるようにタイミン
グジェネレータ６３０内のＴＧ１でＧの画像データの送信を行う。さらにカラーホイール
７１０の青が開始されるタイミング（３）で、画素液晶パネル１００の青の出力のブラン
キングが開始されるようにタイミングジェネレータ６３０内のＴＧ１でＢの画像データの
送信を行う。以下、画素液晶パネル１００については、前記の動作を繰り返す。
【００６８】
　タイミング（１）に於いては画素液晶パネル１００のＲの書き込みが終了しブランク状
態である。輝度変調パネル７０２に於いては、生成された輝度変調データをもとに輝度変
調パネル７０２が時間的に制御され、Ｒの輝度変調を行う駆動がされる。さらにタイミン
グ（２）に於いては画素液晶パネル１００のＧの書き込みが終了しブランク状態である。
輝度変調パネル７０２に於いては、生成された輝度変調データをもとに輝度変調パネル７
０２が時間的に制御され、Ｇの輝度変調を行う駆動がされる。タイミング（３）に於いて
画素液晶パネル１００のＢの書き込みが終了しブランク状態である。輝度変調パネル７０
２に於いては、生成された輝度変調データをもとに輝度変調パネル７０２が時間的に制御
され、Ｂの輝度変調を行う駆動がされる。
【００６９】
　よってタイミング（１）ではＲの画像データ、タイミング（２）ではＧの画像データ、
タイミング（３）ではＢの画像データが投射され、１フレームで一枚の絵が映し出される
。
【００７０】
　図１５に於いて、入力データＮ１について説明する。入力データＮ１はＲＧＢ夫々時分
割され、Ｎｒ１、Ｎｇ１、Ｎｂ１となる。ＲＧＢ夫々の入力データＮｒ１、Ｎｇ１、Ｎｂ
１は、前記のタイミングで夫々出力される。画素液晶パネル１００＿ＲのＮｒ１の出力は
輝度変調パネル７０２によってカラーホイール７１０がＲの期間に於いてＮｒ１’に輝度
変調される。また、画素液晶パネル１００＿ＧのＮｇ１の出力については輝度変調パネル
７０２によってカラーホイール７１０がＧの期間に於いてＮｇ１’に輝度変調される。さ
らに、画素液晶パネル１００＿ＢのＮｂ１の出力については輝度変調パネル７０２によっ
てカラーホイール７１０がＢの期間に於いてＮｂ１’に輝度変調される。よって、１フレ
ームでＮｒ１’、Ｎｇ１’、Ｎｂ１’の画像データが順次に出力されることで、Ｎ１‘の
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輝度変調画像データとなり出力される。
【００７１】
　ＲＧＢ夫々の画素液晶パネル１００のブランキング中に輝度変調パネル７０２で各色を
輝度変調することにより、ＲＧＢ夫々の画像表示状態のズレを抑えることができる。
【００７２】
　前述のブランキング期間は、特定の時間として限られる物では無くＲＧＢとしての光源
時分割期間、即ち１フレームの１／３以下で有り、その期間中に輝度変調パネル７０２の
駆動制御を行う。
【実施例３】
【００７３】
　本実施例において、実施例１と異なった光学構成である。しかし、各パネルを駆動する
方法に於いて、実施例１、実施例２と同じである。
【００７４】
　光源部５２７から集光系７４０、画素液晶パネル１００、リレー光学系５２８、輝度変
調パネルブロック７００、投影光学部５２９までの投影系の詳細について図１６をもとに
説明する。
【００７５】
　光源５２７部から投射され集光系７４０により入射した光束は、ダイクロミラー８０８
を介して入射光を緑（Ｇ）を透過、赤（Ｒ）、青（Ｂ）を反射として分光する。
【００７６】
　偏光ビームスプリッター８１３ａ、偏光ビームスプリッター８１３ｂ、偏光ビームスプ
リッター８１３ｃはそれぞれ偏光分離膜８１４ａ、偏光分離膜８１４ｂ、偏光分離膜８１
４ｃによりＲＧＢそれぞれの画素液晶パネル１００に光を入射させるとともに、パネルの
反射光を透過させる。
【００７７】
　そして赤色は、赤１／４位相差板８１０ｒ、赤複屈折フィルター８１１ｒ、を介して光
をリレー光学系５２８に入射させる。緑色は、緑１／４位相差板８１０ｇ、緑複屈折フィ
ルター８１１ｇ、を介して光をリレー光学系５２８に入射させる。青色は、青１／４位相
差板８１０ｂ、青複屈折フィルター８１１ｂ、を介して光をリレー光学系５２８に入射さ
せる。
【００７８】
　その合成された光束は輝度変調パネルブロック７００内のリレー光学系５２８、カラー
ホイール７１０、プリズム７３０を介して輝度変調パネル７０２に照射される。前記カラ
ーホイール７１０で光束を時分割で赤・緑・青に分離する。時分割された赤・緑・青の各
光を輝度変調パネル７０２に当て、輝度変調パネル７０２をＯＮ／ＯＦＦの切り替えを行
う。輝度変調パネル７０２を介した光束はプリズム７３０反射され、投影光学部５２９に
より画像が形成されてスクリーンに投射する。
【００７９】
　輝度変調パネル７０２の表示画像は、前記リレー光学系５２８により画素液晶パネル１
００の画像が結像するように構成されている。よって輝度変調パネル７０２は、各色の画
素液晶パネル１００の所定の画素或いは部分的な領域の画素の輝度を変調する。そして、
画素液晶パネル１００と輝度変調パネル７０２のそれぞれの反射率の合成で画像を生成す
る。
【００８０】
　画素液晶パネル１００及び輝度変調パネル７０２の駆動方法及び駆動タイミングは前述
の実施例１と同様である。
【符号の説明】
【００８１】
１００　画素液晶パネル、１３０　画素部、１４１　ＮＭＯＳ、
１４２　画素容量、４３　ＬＣ、４５　転送ＳＷ、
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１４６　シフトレジスタ出力、１４７　信号線、
１４８　Ｈシフトレジスタ出力、１４９　Ｖｉｄｅｏ信号、
２０１　焦点検出部、２０２　画像検出部、２０３　画像入力処理部、
２０４　フリッカー検出部、５０１　制御部、５１０　記憶部、
５２０　基準電圧ＤＡ変換部、５２２　画像入力部、
５２３　画像処理部、５２７　光源部、５２８　リレー光学系、
５２９　投影光学部、５３０　入力部、５３１　画素ＤＡ変換部、
５４１　レンズ駆動部、５４２　ＡＦレンズ、５４３　ズームレンズ、
５４４　レンズシフト部、５５１　入力端子、５５２　通信部、
６０１　画像出力部、６０２　倍速部、６０３　倍速メモリ、
６０４　輝度変調データ生成部、６１０　輝度変調部、
６２０　時分割メモリ、６３０　タイミングジェネレータ、
７０２　輝度変調パネル、７０１　時分割多重回路、
７１０　カラーホイール、７３０　プリズム、７４０　集光系、
８０８　ダイクロミラー、８１０ｂ　青１／４位相差板、
８１０ｇ　緑１／４位相差板、８１０ｒ　赤１／４位相差板、
８１１ｂ　青複屈折フィルター、８１１ｇ　緑複屈折フィルター、
８１１ｒ　赤複屈折フィルター、８１３ａ　偏光ビームスプリッター、
８１３ｂ　偏光ビームスプリッター、
８１３ｃ　偏光ビームスプリッター、８１４ａ　偏光分離膜、
８１４ｂ　偏光分離膜、８１４ｃ　偏光分離膜、１０００　表示装置、
１１０　Ｈシフトレジスタ、１２０　Ｖシフトレジスタ、
７００　輝度変調パネルブロック
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